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このような AR の特長を生かし ,天気図上の等圧線による風の吹き方について理解
を深めるために教材開発をした。プログラミング言語として Processing を採用し,AR 
アプリケーションを作成した。図１のように,天気図を書いた画用紙の上部に印刷した
マーカーを取り付けた。このマーカーをノート PC に接続したウェブカメラにより認
図１ AR 教材を活用した授業実践の様子 























(1) 調査対象  公立小学校 5 年生(38 名) 
(2) 学習単元  「流れる水のはたらき」(全 14 時間) 
(3) 授業実践 
① 単元展開の特徴 
 表 1 では，授業の展開であり，①～⑦は，授業時間を表し，その学習内容を示して
いる。 













第 3 次 「印刷物づくり」 
 今まで調べて分かったことを一冊の印刷物にする活動を行った。2 人に 1 台，もし




 第 1 次では，水が流れる様子を iPad を使って撮影し，繰り返し見ることで流れる水の働
きを調べた。②④⑥時では，iPad で水を流す前と流した後に写真を撮ったり，水を流してい
る間を動画で撮映したりした。③⑤⑦時では，前時で撮影した内容を振り返った。そして，
クラス全体で情報を共有するために，Apple TV を使って各グループの iPad の写真や動画
をプロジェクターで投影し，クラス全体で紹介し合う活動を行った。 
 第 2 次では，小学校近辺の川の写真を見ることができる自作デジタル教科書を作成し，各
グループの iPad 内に入れて配布した。児童は，地域の上流，中流，下流の川辺の写真を見比
べ，石の大きさや形の違いについて話し合った。 
 第 3 次では，windows8 が搭載されたタブレット PC を使って印刷物を作る活動を行った。
































表 1 授業の展開 
14 人に対し追跡調査を行った。 
 実験，観察場面での発話プロトコルを表 2 に示す。A,B は，自信のある子ども，C,D
は自信のない子どもの会話で，タブレット PC を 4 人でのぞき込みながら，浸食の過
程を確認している場面である。 
 A,Bは，タブレット PC の操作に自信があることから，タブレット PC の操作を多く
行っている。実際，B-1 や A-3 では，タブレット PC の操作を行い確認している。自信
のない C，D は，操作は行わず，タブレットＰＣの画面を見ながら D-2，C-2 の発言の
ように，浸食についての考察に触れた発言が見られた。 
 




































































12 2 p=0.0065   ** (p<.01) 
パソコンやタブレットをこ
れからも使っていきたい 
13 1 p=0.0009   ** (p<.01) 
間扱いでの展開である。表 6 は，第 3 時の本時案である。 
表 5 展開案 

























































































表 6 第 3 時の目標と展開 



















































































































































































 表 7 は，本単元の展開案である。本単元は，3 時間扱いとし，従来の学習方法であ
るスケッチだけの展開(統制群とする)と岩石を割り標本をつくる展開(実験具とする)
の２つの展開を示している。 
表 7 単元展開案 
時  実験群  統制群  
１  〇火成岩についての説明を聞く  
 ・図や映像などを見せて，火成岩は，地下深くでゆっくり冷えた深成岩と，浅いところで急に
冷えた火山岩とに分類できることを説明する。  




 6 つの岩石の観察の方法を説明する  
・6 種類の岩石と岩石標本の台紙を使う  
 岩石標本の台紙に岩石名などを記入させる  
・鉱物の種類や大きさ，集まり方に注目させる  
・比較して事実をつかむことの意味を説明する  






 観察１：観る  
 ・岩石の表面をルーペで色や形の違う粒を調べることを通して，それぞれの岩石をつくってい
る粒の色，形，大きさ，集まり方について記述する。 




















 ポストテストを実施  





 ポストテストを実施   
 
Ⅳ 小学校理科教師に向けた野外観察導入研修 
(1) 対象者 小学校教員 7 名 
(2) 研修場所 新潟県地域理科教育センター，基礎技能研修会 
(3) 研修の内容 



































































































































ある。表 10 は，野外観察に出かけるきっかけになるかどうかを聞いた結果である。 







問 1，野外観察を行うことに抵抗はない 6 1 0 0 
問 2，植物に名前を付けることは難しくなかった 2 4 1 0 
問 3，植物に名前を付けることは楽しかった。 5 2 0 0 
 







６ １ ０ 
 
表 10 の活動が野外に出るきっかけになるか 
 きっかけになる きっかけにならない 
この活動で野外に出るきっかけになるか 7 ０ 
③ 自由記述による名前を付ける活動の感想
 自由記述でこの活動について感想を記入させた。無記入が 2 名いた。下記のような
感想があった。 
(5) 考察 
地域理科教育センターでの基礎技能研修会へ参加した，小学校の教員 7 名に対する
調査である。植物を採取し，その特徴から名前をつける活動を通して，授業導入する
ことや野外観察で実施することに対して，抵抗などはないことが分かる。また，名前
をつける活動が楽しく，難しさもないことから，子どもへの導入を考えていると思わ
れる。
 自由記述に書かれているように，教師が楽しい気持ちの活動であるからこそ，子ど
もへそれを味わせたいと願うと考える。ただ，本当の植物名や名前をつけるのに戸惑
う子どもへの対応を教師側が考えての導入は必要となる。
Ⅴ 本研究の終わりに
 本研究は，理科の苦手な教師に対し，ＩＣＴなどを利用して，少しでも野外観察に
出向きたくなる，あるいは，出向こうという意欲の萌芽を育むことを目的としてい
た。しかし，ＩＣＴに対するわだかまりは，子ども以上に教師がもっていることか
ら，植物に名前をつける活動を通して，野外観察への抵抗感を払拭することに研究の
視点をおいた。
 ＩＣＴについては，その活用を子どもに視点を当てたことで，本研究結果を読まれ
た現職の教師は，ぜひ，子どもはＩＣＴをよりよく活用できる能力が備わっていると
いう意識で，ぜひ，導入することをお勧めする。
Ⅵ 謝辞
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 植物観察の導入時として有効な活動であると思います。
 楽しい活動であると思う。本当の名前を教えるタイミングを考える必要があると
思う。
 とても楽しいです。
 子どもの学習意欲を高めるにとてもよい活動だと思いました。
 楽しんで名前を付けられる子と考え過ぎてつけられない子もいるので，教師が上
手に関わること(着眼点を示すなど)も，必要となる。
